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１．研究計画の概要 

 本研究では精密な高分子を利用して、バイ
オインターフェースを創製し、生体間相互作
用を制御することを目的とする。特にタンパ
ク質を認識する分子として糖鎖を取り上げ
る。 

(1) 糖鎖を活用した樹状高分子バイオ
インターフェースの創製 

細胞表面の生理活性糖鎖は生命の認識信
号として機能しているこのことから、精密な
高分子である、デンドリマーを利用した糖鎖
の空間配置を行い、タンパク質との相互作用
の解析、制御、生体機能の制御を行う界面の
創製を行う。 

(２) 樹状高分子高分子を用いた界面の機能
制御 

 デンドリマーを固定化した界面はポリマ
ーブラシのミミック構造となっている。そこ
で、デンドリマー固定化界面を利用すること
で、精密ブラシ構造を作製し、物性、生体機
能性を明らかにしていく。また、デンドリマ
ーをテンプレートとすることで、ポリマーや
分子のブラシ密度を制御した材料の検討を
行う。 

 

２．研究の進捗状況 

これまでにデンドリマーを利用した自己組
織化膜による界面の創出を行い、生体機能を
中心とした機能の解明に努めてきた。 

先ず、クリックケミストリーを利用して、
各種の糖デンドリマーを固定化した基材の
創出方法を確立し、糖認識タンパク質と糖鎖
の相互作用の制御、解析を行った。また、こ
の基材を利用して、アルツハイマー病アミロ
イドβタンパク質の凝集性の制御を行うこ
とで、アミロイド化や生体毒性の制御が界面

のシグナル分子の空間制御で可能であるこ
とを示した。 

 また、界面の物性がデンドリマーの構造に
よって変化することを検討した。デンドリマ
ー固定化界面を利用することで、界面にナノ
レベルの凹凸性をつけることで、超親水性界
面を実現した。そして、デンドリマーの世代
によって官能基密度が変化することから分
子斥力が変化することから、高世代のデンド
リマーを固定化した界面ではタンパク質忌
避活性が上昇することを見出した。 

 更に、糖鎖の空間配置を制御することを利
用した、生体機能材料を創出した。糖鎖を固
定化した微粒子ではタンパク質を認識して、
色調変化を示し、バイオセンサーとして機能
した。また、アミロイド化を抑制することが
わかった。 

 

３．現在までの達成度 

 これまでの研究で、デンドリマーを利用し
た界面の創出方法、またその生体機能を明ら
かにしてきた。そして、当初の目的であった、
精密界面を利用した生体シグナル分子の精
密配置を行い、生体機能の制御（タンパク質
のアミロイド化、生体毒性の制御、毒素の接
着制御）を達成してきた。また、これをバイ
オセンサーに利用できることを検討して達
成しつつある。 

 更に、糖鎖の空間配置だけでなく、デンド
リマー界面の機能を追求して、物性の制御や
それに伴う生体機能性を明らかにした。本研
究はほぼ予定計画通りに進んでいる。 

 

４．今後の研究の推進方策 
これまでの研究で、糖にデンドリマーを組み
合わせた系で、糖―タンパク質の相互作用の
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制御とそれに伴う生体機能の制御について
報告してきた。また、こうした研究を通じて
バイオインターフェースの設計について検
討してきた。 
 これまでに検討してきた、糖結合デンドリ
マー界面の構成を利用して、種々の糖―タン
パク質の組み合わせを利用して、生体機能の
制御と解明を試みる。具体的にはマンノース
ー細胞との相互作用の制御、グロボビオース
と毒素タンパク質の相互作用制御について
行う。また、バイオセンサーへの適用を試み
る。 
 また、デンドリマーを利用した疑似ポリマ
ーブラシについての検討を続ける。特にタン
パク質忌避活性と分子間力について検討を
進める。また、ブラシの密度による機能の変
化について検討する。 
 更に、国内外の学会において、本研究の結
果を積極的に報告する。国内の学会にては学
会内のシンポジウム開催などを通じて本研
究の結果と本研究領域の成果を積極的にア
ピールする予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
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